




































最初にfusion plateに注目した｡ fusion plateの上皮構造の崩壊はstage 27 (5日
腫)から始まり､ stage29 (6日腔)ではfusionplateが消失し管が形成された｡ Stage
27では基底膜が部分的に途切れ､ apical側のアクチン繊維の染色性が低下している細







































Stage 27 (酵卵5日腔)では fusion plateの基底膜が部分的に途切れ､ apical側の按着帯を
結んでいるアクチン線経の連続性が絶たれ始めたことから上皮構造の崩壊が始まっていると考
えられた｡ Stage 28 (5.5日月杢)では fusion plateの中心部分で基底膜は断片化し､アクチン
線経の崩壊が顕著になった｡基底膜が断片化している都城の細胞でも､ β-カテニンの染色が観
察されたことから､これらの細胞は上皮間充織転換の過程にあると考えられた｡ Stage 29にな
ると､ fusion plateのあった部分では按着帯を結んでいたと思われるアクチンは存在せず､そ
の細胞形態も間充織様であった｡
fusion plateでは核が凝集し､アポトーシスを起こしていると思われる細胞も存在したこと
から､半規管形成におけるfusion plateの消失には､アポトーシスの寄与もあるが､上皮間充
織転換も大きな役割を果たしていると考えられた｡これは､これまでの支配的な見方に再考を促
す重要な知見であると言える｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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